
 座間市立入谷小学校 校長室通信 NＯ.33              2022.12.19（月） 

校長 山﨑 聡子 

笑顔いっぱい かがやく入谷っ子

縄跳びタイム 

11 月 30 日(水)から 12 月 12 日(月)の期間

週３日，中休みの時間を使って全校で縄跳

びを行いました。短縄で一人一人が，いろ

いろな技に挑戦したり，大繩の練習をクラ

スごとに練習したりしました。いろいろな

技に挑戦する中で，新たな記録が出ると，

「できた」と嬉しそうな声をあげ，縄跳び

カードに記録したり，記録を伸ばそうと同

じ技に何度も真剣に挑戦したりする姿があ

ちこちで見られました。大繩の練習では，

何度も縄に足をとられてしまう友達を応援

する姿や，「 今，入るといいよ」と声かけ

する姿，何度か失敗したあとに跳ぶことに

成功した友達に拍手を送って自分のことの

ように喜ぶ姿，上手く跳べた瞬間，達成感

にあふれる嬉しそうな表情をうかべる姿等

子供たちのすてきな姿が引き出されていて

そばで見ていた私自身もたくさんの元気を

もらうことができました。 

先週の金曜日の給食の時間の放送で，体

育委員より，制限時間の中で大繩を跳べた

回数について，クラスごとの発表がありま

した。低・中・高学年と跳べた回数を見て

いくと，跳べた最高の回数として，低学年

では３５回，中学年では９０回，高学年で

は１７２回でした。また，縄跳びタイムの

時間以外でも，縄跳びをやる人が増えてき

てよかったということや，たくさん体を動

かして，丈夫な体をつくってほしいという

ことを全校に伝えてくれました。 

「生涯にわたって健康を保持・増進し，

豊かなスポーツライフの実現を目指す」と

いうことが体育の学習の基本方針として国

から示されています。帝京大学教授の高田

彬成氏は，「 小学校の場合は，適切な運動

の経験と健康・安全についての理解という

二つのことを通して，生涯にわたって運動

に親しむ資質や能力の基礎を育て，健康の

保持・増進と，体力の向上の三つのことを

図り，楽しく明るい生活を営む態度を育て

ること」と研修会で明言されていました。 

体育の授業とともに，日常の生活の中で

体を動かすことと心の充実を一体して捉え

ていくことができる工夫をし，楽しく明る

い毎日を積み上げていけるよう努めていき

たいと考えます。来週からは冬休みになり

ます。寒さも厳しい中ではありますが，御

家庭の中で，コミュニケーションを図りな

がら，運動をする機会を設けていただける

とよいのではないかと思います。 

園芸委員会 

12 月の委員会活動の中，園芸委員会で，

プランターや花壇に，花の苗とチューリッ

プの球根を植える作業を行いました。数が

多かったこともあり，花壇の方は苗を植え

る場所だけを決め，次の日に植えることと

し，委員会を終了しました。 

次の日の朝，園芸委員会の子供が，中庭

にある倉庫の中に入ろうとしていたので，

声をかけると，「 くまでを貸してほしい」

とのこと。使う用途について尋ねると，花

の苗を植える前に，花壇の落ち葉を掃いて

おきたいとの返答がありました。自主的に

花壇の掃除をして，苗植えに備えておこう

というすてきな思いが輝いた瞬間でした。 


